
●机にバスター瓶を乗せる音 
 
★正面　▲正常 
■落ち着いた様子で 
じゃあ、落ち着いてきたし 
三杯目、いこっか 
 
今晩はこれで最後だから 
その飲み方は〜 
 
じゃん！ 
 
●氷の入ったグラスを出す音 
 
ロックでいくよ〜 
 
ああ 
ロックはね、氷の入ったグラスに 
そのままウイスキーを入れるだけ 
 
うん、それで完成 
 
まあまあ、落ち着いて 
ここまでコーラハイボールと 
キウイハイボールを飲んだ君なら大丈夫 
 
体はきっとアルコールに慣れ始めているよ 
 
■情熱をもって語る 
それに私の持論だけど 
ウイスキーの飲み方でロックは 
 
最もフラットで、純粋で 



言い表すなら 
■強調するように 
エッセンス 
 
ウイスキーの真髄を楽しめる飲み方なんだよ 
 
確かに最初の一口は 
ガツんとくるアルコール感で 
びっくりするかもしれないけど 
 
舌の上で転がしているうちに 
だんだん風味がわかってくる 
 
そして徐々に溶ける氷が 
味の角を取ってくれるんだ 
 
そうすれば、最初は棘のような刺激に感じても 
やがて丸く、様変わりした表情が楽しめるよ 
 
■優しく 
大丈夫 
 
■説明するように 
それに今回はウイスキー単体じゃなくて 
チェイサーも用意したんだ 
 
ああ、チェイサーは 
メインを和らげる飲みものだよ 
今回はミネラルウォーターを買っておいたんだ 
 
一口呑んで、アルコールがきつい、って思ったら 
チェイサーを飲んでね 
アルコール感が和らぐよ 



 
まあ、お酒すごい好きな人は 
ウイスキーのチェイサーに 
ビールを飲むってこともあるかな 
 
前置きはさておき 
 
どう？ 
飲めなさそうなら、別の作るけど… 
 
●少し間 
 
お、いいね 
そう来なくっちゃ 
 
じゃあ、作っちゃうね 
 
●二つのグラスに氷を入れる音 
 
●キャップを外し、ゆっくりと注ぐ音 
 
お兄さんはシングル 
２０ミリリットルくらいだよ 
 
そして私はシングルを倍注ぐ 
 
●主人公のグラスより倍注ぐ音 
 
ダブルで 
 
●キャップを閉める音 
 
新しいグラスも借りるよ 



 
●氷の入っていないグラス２個にミネラルウォーターを注ぐ音 
 
●水の入ったグラスと、ウイスキーのグラスを差し出す音 
 
ウイスキー 
オン・ザ・ロック 
 
召し上がれ 
 
…あ、よかったら一口飲む前に 
その匂いを嗅いでみて 
 
これまでは分かりにくかった 
ウイスキー本来の香りと、色 
その輝きをしっかり感じて欲しいな 
 
●主人公がグラスをゆっくりと傾ける音 
 
どう？ 
 
●少し間 
 
でしょ 
奥深い、ウイスキー本来の香りがいい感じだよね 
 
一口は、ちょっとでいいからね 
 
●主人公がグラスを傾ける音（氷の音） 
 
…いける？ 
 
ほら、チェイサーも呑んでいいからね 



 
●主人公がグラスを傾ける音（氷無し） 
 
最初は舌の上で 
燃えるようなアルコール感がくるけど 
チェイサーを少し飲むと、優しくなってきたでしょ 
 
ちょっとずつ飲めば慣れてくるからさ 
 
じゃあ、私も 
いただきま〜す 
 
●凛がグラスを傾ける音 
■強い酒を飲む 
んっ… 
 
●少し間 
 
●凛が飲み込む音 
ふぅっ… 
 
やっぱりウイスキーはロックだな〜 
 
まっすぐで 
シンプルで 
それでいて、どんな飲み方よりも奥深い 
 
慣れないなーって思うなら 
少し置いておくといいよ 
 
さっき言った通り 
ロックは氷が溶け出して 
味がまろやかになってくるんだよ 



 
水割りとは違う 
冷えた氷だからこそ 
風味が生きてるまま 
味が丸くなる 
 
●凛がグラスを傾ける音 
 
もし自分でロックを飲む時は 
チェイサーは水道水でもいいけど 
出来れば、ミネラルウォーターの方がいいな 
軟水だったらなおよし 
 
水道水って、カルキとか入ってるじゃん 
だから、ウイスキーの味がぼやけちゃうんだよ 
 
●凛がチェーサーを傾ける 
言ったでしょ 
私は二杯呑むって 
 
だから私これを飲み終えた後 
もう一度、ダブルでバスターを呑む 
 
●少し間 
 
■お酒を飲む 
ごくっ… 
 
●少し沈黙 
 
…お兄さんは 
目標を失うくらいの挫折ってしたことある？ 
 



私は、２回ある 
 
実は… 
 
■恥ずかしそうに 
アイドル、目指してたの 
 
私が幼い時、あるアイドルがずっと好きだった 
親に頼んで、ライブ行って 
今でいう推しみたいな感じ 
 
で、地元がそこそこおっきい街でさ 
中学生になるまでジュニアアイドルしてたんだ 
 
その、推しのアイドルみたいに 
みんなを幸せにしたいって 
 
でも、どれだけ努力しても 
追いつけない、すごい子がいたの 
 
…ほら、今映画とかドラマにいっぱい出てるさ 
千年に一人の美少女〜とか言われてたあの子 
 
その子が同じグループにいてさ 
なんだか自身無くしちゃったの 
 
で、やめちゃった 
 
その後かな、推しのアイドルが引退したの 
ファイナルライブに行ってさ 
涙が止まらなくなったの 
 
私、やっぱりアイドル好きじゃんって 



それで、上京したけど 
 
うまくいかなかった 
 
●凛がグラスを傾ける音 
 
でも、その挫折があったから 
マスターに会えた 
この世界に飛び込んで 
お兄さんに出会えた 
 
私は、そういう出会いがあって嬉しい 
 
もちろん、お店も、来てくれるお客さんも大好き 
みんな幸せになって欲しいの 
 
ひとときでも構わない 
 
だから、お兄さんがお酒呑んで 
少しでもいいな、楽しかったなって 
思って、幸せを感じてくれたら 
 
私は一番嬉しい 
 
●主人公のグラスの氷が溶けて、音を鳴らす 
 
■気を取り直して 
ほら、氷溶け始めたみたいだよ 
 
呑んだら、君のことも聞かせて欲しいな 
 
●凛がグラスを傾ける 
 



●凛が立ち上がる音 


